
 
 

 

国道２９８号 東京外かく環状道路（外環） 

国道６号から主要地方道市川松戸線までの国道部 

開通約１年後の交通状況と沿道環境のお知らせ 

記者発表資料 

平成２０年３月２２日に外環（千葉県区間）のうち、国道６号から主要地方道市

川松戸線までの国道部（国道２９８号）延長約１ｋｍが２車線で開通しました。 

このたび、開通約１年後における周辺道路の交通状況に関する調査結果をとりま

とめましたのでお知らせします。 

 

■ 開通区間の交通量は一日あたり約１０，９００台（2 月 24 日調査） 
 

■ 並行する道路の交通量が減少。交通の流れが変わってきました。 

開通区間と並行する直近道路の１日あたり交通量が、松戸草加線で約 10,100 台

減少（約４２％）しました。 

開通区間に周辺道路からの交通が転換していると考えられます。≪資料１≫ 
 

■ 交通量の転換に伴い走行速度が向上。 

開通区間と並行する直近道路の松戸草加線および市川松戸線で、走行速度が 

最大１３km/h 向上（開通前 16.3km/h から開通後 29.5km/h へ）しました。 

≪資料２≫ 

 

 

 

平成２１年４月１６日 

国土交通省 関東地方整備局 首都国道事務所 
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問い合わせ先 

国土交通省 関東地方整備局 首都国道事務所 
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開通１年後の交通状況
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至 国道１４号

上矢切交差点

【資料１】

【（主）松戸草加線】
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【（主）市川松戸線（上矢切）】
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【とちのき通り】
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【国道298号】
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【調査日】

開通前 ：H20年3月18日(火）

開通直後 ：H20年3月26日(水)
開通２ヶ月後：H20年6月 4日(水)
開通１年後 ：H21年2月24日(火)

※増減台数は、「開通前」と「開通１年後」の比較

←交通量（台/日）

←うち大型車の交通量（台/日）

市川市
【（主）市川松戸線（下矢切）】
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並行する道路の交通が減少

開通区間と並行する直近道路の１日あたり交通量が、松戸草加線で
約10,100台減少、市川松戸線(上矢切)で約9,100台減少しました。
また近隣の市川松戸線(下矢切)などでは、交通量がほぼ横ばいでした。

至 日本橋



とちのき通り
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走行速度の状況

【調査日】（プローブ調査）

開通前 ：H19年11月～H20年1月のうち平日5日間の平均

開通1年後：H20年7月～H21年2月のうち平日10日間の平均

【資料２】
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【（主）松戸草加線：北行】
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【（主）市川松戸線（並行区間）：北行】
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【（主）松戸草加線：南行】
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【（主）市川松戸線（並行区間）：南行】
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交通量の転換に伴い走行速度が向上

開通区間と並行する直近道路の松戸草加線および市川松戸線で
走行速度が約１３km/h～６km/h向上しました。
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